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土星の環とハイゲンス
杉　江　重　誠
　土星に，まことに：不思議な美しV・李らなリング（環）のあることは，天文學
者やアマチュア・アストロノマでなくても，天文に少しでも興味を持ってるる
ぽどの入ならば皆知ってみる．このリングの存在を初めて獲見しkのはハイ
ゲンスとV、ふ西洋の天文二者であったが，彼は實に古今に優れた卓抜な詩人
であったと自分は考へる．とV・ふその繹は次に：書く通り：
　’今からおよそ280年前，西暦1656年のことであった．ノ・イゲンスは專門の
研究を土星に向けて，色々と親正したり，また昔からの土星研究の結果をも
綜合して考察したところ，　この土星に一種不思議なリングのあるらしV・こと
を見つけた・しかし三時の槻弓設備は現在のやうに完杢であらう筈もないか
ら，彼ハイゲンスはこれについて決定的に確かなことが言へす，疑問を志し
たまxで，ともかくも，L土星にはリングがある「とv・ふ説を立て，その要旨
を必要な文字の種類と激だけで次のやうに護表したものである．
　　aaaaaaa，　ccccc，　d，　eeeee，　g，　h，　iiiiiii，　llll，　mm，　nnnnnnnnn，　oooo，　pp，　q，
　　rら　S，tttt，　UUUUU．
　その後もハイゲンスは此の土星のリングについてせっせと研究を重ねた結
果，三年の後に至り，途に自説に誤りなきことを確かめたので，前に護表し
て置いた文字を組合せ，こNに始めてまとまった一つの短い記文として世に
獲表しk．それは次の通りであった．
　　Annulo　cingitur，　tenui，　plano，　nas．iuam　cohaerente，　ad　eclipticum　inclinato．
その意味は
　　L土星は本四とは全く離れた一つの薄い李らな，黄道に心して或る傾きを
　持ってるる環によって園まれてるる．「
といふのであった．（讃者よ，此の解き方がわかりますか？）
　設備の不完全な當時において多大の困難と戦ひながら，なほ且つこの偉大
なるユ1モァを世に投げた彼ハイゲンスの飴裕シヤクシヤクたる態度に我等
は實に雄大秀抜なる詩境を獲見することが出來やう．嚴重精細なる記述を必
要とする科學の取扱に，直接詩や歌を以てすることの不可能なるは自分も知
ってみるが，猫豊かに溢るる如き詩心を以てすれば，科學はメスの如き冷徹
を脱して，より人聞的な温か味を持って我等のものとなるであらう・
